
地域情報通信基盤整備推進交付金事業における事後評価について

評価及び課題

・加入世帯数は計画時の目標を上回り、当初の目標は達成したと評価される。
・情報通信格差が是正され、地域の情報発信など地域の活性化が図られ、
　ＩＰ放送設備による防災放送など安全・安心なまちづくりが進展した。
・今後、基盤設備の改修及び維持管理経費負担の増大が予想される。
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平成２２年１２月１日

契約先 東日本電信電話株式会社山形支店

・デジタルディバイトの解消
・ブロードバンドゼロ地域の解消

成果

効果
・高速ブロードバンド接続を行うことが可能になった。
・ＩＰ放送設備の整備により行政情報及び防災情報の提供が迅速になった。
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事業の概要　

事業年度 平成２１年度

事業の内容

　大石田町の情報通信環境は、町全域が一つの収容局（ＡＤＳＬ地域）であるな
か、一級河川や山間部等の地形的な要因や過疎化・高齢化等により、インター
ネット等通信のブロードバンド化は見込めない状況にありました。
　そこで、町全域をカバーする光ファイバー網による情報通信基盤を整備すること
により、町内の情報通信格差の是正し、ブロードバンド化した情報通信環境を提
供することによる住民の利便性の向上を図りました。
　また、光ファイバー網を利用したＩＰ放送設備をあわせて整備し、町からのお知ら
せなどの行政放送や災害時の防災放送の設備として、安心・安全なまちづくりを
進めました。

総事業費 ２８３，９８３千円 交付金額 ８４，９０５千円

整備対象地域 大石田町の全域

地域情報通信基盤整備推進交付金事業

市町村名 大石田町 所管部署 総務課

事業名


